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した.抗体の投与法により3群を作成しきA群は抗体非

投与群,男群は心臓移植に用いた術前2日前より2回投

阜した群,C群は術前 1日前より術後7日目まで9回授

与した群.各群とも LEW 6匹,12grafts作成.術後

1滴での移植皮膚の浮腫の状態,拒絶されるまでの期間,

発毛状瀞を観察 した.

結果.術後 1週での浮腫の状態はA,B群で著明をこみ

られ C評はどの例もごく軽度だった.拒絶されるまで

(T)期間はA群は7日か上･-･､12札 平均9.2日.B群は7日

から飢日,平均 10,7日とA,B群間では有意差は認め

ず,C群では21日から98凱 平均51,3日と有意に延長

を認めた.C群で3匹 6gTaftsに良好な黒色毛の生育

がみられた.

考察 , 白色の LEW をこBN 色の黒色毛が発育したこ

とは,移植 した皮膚が盤著 した現象と考えられた.2回

投与と9回投与の結果から盤著 しにくい鼠織の移植にお

いて抗体の投与回数は盈要なカギを握ると考えられた.

9回投与でばらつきが出た原因は,抗体を授与されたラッ

ト問での抗体の効果の個体差と考えた.最長で机2週で

拒絶されてしまう理由は,皮膚組織の抗原の多様性,

turmoverに伴う抗原性の変化が考えられた.

射 新潟県における腎移植の現況
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(新潟大学 泌尿器科)

正昭 ( 同 第 二 内科)
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暢藻 場 仁原 豊 穣

意田 和清 (

楽 園 病 院
･セ ン タ -

眉 綜 含 病 院

セ ン タ ー

新 潟 市 民 病 院

腎 厚 原 病 科

1995年から1996年6月末日まで新潟県内において生

体腎移植15例,献腎移植4例,合計19例の腎移植が施行

された.免疫抑制剤のタクロリムスと二重濠通式血寮交

換が1996年4月に保険適応となったのにともない新潟

大学泌尿器科にて ABO 血液型不適合移植を現在まで

に4例行った.レシピエントは男性13例.女性6例で平

均年齢は33.9歳であった. ドナ-は男性 7例,女性12

例で.平均年齢は50.5歳であった.急速に こぼOtemiaが

進行 した10歳n AIport症候群例では術前血液透析を
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行わずをこ生体腎移植を行うことができた.献腎移植の嶺

例はいずれも10年以上の長期透析患者であり,最長例は

透析歴27年であった.ABO 血液型不適合移植のうち1

例は妻を トト--とした夫婦間移植を行った.1996年6

月中旬までに施行された18例に対する移植腎生者率は鱒.9

%で,促進性急性拒絶反応をおこした1例と術後肺結核

を合併し免疫抑制療法を中止せざるを得なかった1例で,

残念ながら移棲腎機能の廃絶を認め,移植腎摘出を行っ

た.また 1995年4月には新潟市民病院にて献腎LT)提供

があり,腎移植ネットワ-タを通 じて群馬大学と北里大

学に搬送され.各々生者している.

Ⅲ. 特 別 講 演

｢人工骨材料の開発とその臨床応用｣

京都大学教授 ･大学院医学研究科 ･

医学部感覚運動系病態学

中 村 孝 志 先生

第54回新 潟 癌 治療 研 究 会

日 時 平成9年 2月8日 (i二)

千千二後 1時30分-5時40分

会 場 新潟東映ホテル

2F 来鷺の閤

一 般 演 題

1)当科における上顎歯肉癌愚者の臨床的検討

高田 R-.仁･芳滞 草子

賢富 民霊 欄 垣 晋 を霊舵 等薯璽霊長)

1971年4月かl■11996年12F]の25年9JT月間に当科を

受診 した上軍良歯肉癌19症例について臨床的に検討を行っ

た.初診年齢は38歳から83歳までで平均63歳であり,性

別は男性11例,女性8例.T分類は Tl,2例.T2.5

例,′lt3,･L4例.T:1､8例.N分類は NO.llf札 Nl,

3例,N2b,3例,N2C.2例であり.M分類は全例 MO

であった,観織学的には全例扇平上皮癌であり,臨床病

期に-')いては,StageIが2例,StageⅢが3凧 Stage

Ⅲ が3例,StageⅣ が11例であった.主たる治療と


